
文部省主催中等英語教員講習
の史的研究（その１）

日本英語教育史学会第37回全国大会（大阪大会） Zoom開催 2021.5.15

孫工 季也
（京都大学大学院博士課程）

江利川 春雄
（和歌山大学名誉教授）

「明治以降の英語教員講習に関する史的研
究 」（江利川科研；2020ー22年度） の一部です
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研究の目的・方法・展望

目的：中等英語教員講習が日本英語教育史（教員育
成史、教授法史、英語教育学史）に果たした役割の解明 

方法：①実施日程と会場、②講師と受講者、③テー
マと内容などの基礎データを『官報』『文部省年
報』『教員講習会要項』、『英語青年』『中外英字
新聞』等の雑誌、関連出版物などから収集・分析

展望：講習の特徴・今日的な示唆の抽出
 →成果の公開（刊行・インターネット）
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教員研修の危機的状況

1966年→2006年に労働時間は大幅増、研修時間は5分の1

校内研修時間（1996年→2006年）小中学校で3分の1
佐藤学（2020） 

歴史から学ぶ

対象：1896（明治29）年の第1回～1947（昭和22）年の文
部省主催による英語教員講習会 計54回

＊1952(昭和27)年の「教育指導者講習・英語科教育」（IFEL講習）

『官報』第5366号 明治34年5月25日

『文部省年報』

第24：明治29年
英語第1回
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講習要目の例
『官報』8036号
明治43年4月9日
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文部省

『教員講習会要項』
1922
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英語講習会のデータベース化
「明治以降の英語教員講習の史的研究」（江利川科研；2020ー22年度） 
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1905（明治38）年度
複数会場で実施の文部省講習会

会場 修了者 講師 講習の概要

東京高等師
範学校

26（合
計119）

岡倉由三郎 英語教授法、特に発音・文法作文
の教授法など

第四高等学
校（金沢）

約60 Seymour・茨木
清次郎

Seymour (Pronunciation、Story-telling)、
茨木清次郎（History of English Language 
and Literature、Common words 
mispronunciationed、Letter-writing、
Versification、English Novel、Practical 
Study of English、Manners and Customs、
Dickens, Christmas Carol, Max O'Rell, 
John Bull and his Country）

第五高等学
校（熊本）

約30 ウィリアム・イー
エル・スウヰート

Phonetics and Pronunciation、The 
teaching of Reading、The teaching of 
Writing、The teaching of Grammer、
Books、Questions Box and Discussion

出典：『官報』第6570号（明治38年5月27日）1052頁8



各種講習会の開催数
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文部省英語教育政策の伝達回路

官立学校、特に高等師範学校
文部省教員検定試験（文検）（1885〜1948）
文部省中等教員英語講習（1896〜1948）
英語教員大会（1913・14・16）＊文部省諮問⇔答申
英語教授研究大会（1924〜） ＊文部省諮問⇔答申

学校令施行規則 などの法令
教授要目
教授細目
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文部省中等英語教員講習
Ø 目的 「各府県尋常中学校の情況を改良するの目的を達する
ため教員の学力を補足し且つ之をして教授法に習熟せしむ
る」（ 「尋常中学教員講習会実施要項」『官報』明治22年12月27日 ）

Ø 中等学校の無資格教員率（1897：明治30年）
師範20.6％、中学43.6％、高女48.1％（船寄1998）

Ø 夏期休暇等に官立学校等で集中講義：英語関係の知識・
理論・方法の教授を通じて英語教員の力量形成

Ø 先行研究：竹中（1995）、松村（2011）、江利川
（2018b）など少数 

「英語教員のレベルアップ策としてのみならず、教育政策の
中央集権化の一環として位置づけられる」（竹中 1995） 11

英語科 第1回

尋常師範学校尋常中学校教員等講習会（英語科・地理科）

l 日程：1896（明治29）年7月23〜8月20日（4週間）

l 会場：（東京）高等師範学校

l 受講者：各府県から１名程度選抜、33名中31名修了

（浦口文治、富岡徹、中西保人など ）

l 講師：矢田部良吉（高等師範学校教授）

l 内容：「発音、誦読、訳解、文法、作文、会話等を聯
絡せしめて教授するの方法を講し」（文部省第24年報）。
朗読指導や英訳も。
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一流の講師陣

「文部省直轄学校の内外人」
H・スワン、E・ガントレット、岡倉
由三郎、斎藤秀三郎、Ｈ.E.パーマー、
杉森此馬、小日向定次郎、茨木清次郎、
石川林四郎、村井知至、岩崎民平など
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中等教員実地講習会
1929（昭和4）年度 

講習会場 実習学校 講習期間

及日数

講 習 科 目 講習修

了人員講 義 実 習

東京高等師範学

校

附属中学校 自1月13日
至2月23日
11日間

国民道徳、教育学、
教授法、心理学、教

育行政法

修身、法制及経済、歴

史、地理、国語及漢文、

英語、数学、物理化学、

博物、図画、体操

127

広島高等師範学

校

附属中学校

広島師範学校

同 同 同 80

東京女子高等師

範学校

附属高等女学校

桜蔭高等女学校

同 同 国語、英語、家事、

裁縫、体操

50

奈良女子高等師

範学校

附属高等女学校 同 同 国語、家事、裁縫 40

東北帝国大学法

文学部

宮城県師範学校

宮城県仙台第二

中学校

同 同 修身、法制及経済、歴

史、地理、国語及漢文、

英語、数学、物理化学、

博物、図画、体操

55

九州帝国大学法

文学部

福岡県師範学校

福岡県女子師範

学校

同 同 同 73

総 計 425

出典：『文部省第57年報（昭和4-5年）』10-11頁14



日中戦争後
支那語を追加
『官報』3757号
昭和14年7月15日
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『中外英字新聞』第3巻第14号

明治29年7月30日

『英語青年』第34巻第1号
大正4年10月1日

英語雑誌による講習内容の伝播
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『英語青年』第34巻第2号
大正4年10月15日
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講習での講義に基づく出版物
l ハワード・スワン講述・安藤貫一筆記『スワン氏英語教授法』国
民英学会出版局、1902 （復刻）

l ガントレットほか講述・安藤貫一筆記『明治三十七年夏期金沢
英語講習会筆記』三省堂、1904 （復刻）

l 栗原基『英語発達史』1910 
l 岡倉由三郎『英語教育』1911（復刻）
l スヰート、飯島東太郎『英国風物談 正・続』1918・1921
l 金子健二『英語基礎学』興文社、1918 
l 広島文理大英語英文学研究室『英語教育』第3巻・夏季特輯
号、1938 （復刻）

l 東京教育大学・昭和二十七年度教育指導者講習編『第九回後
期 教育指導者講習研究集録 英語科教育』 （復刻） 18



講習内容

19

英語教育

22%

英文学

19%

英語力向上

17%

英語学

17%

風物教授

14%

参観・批評

3%

その他

8%

全54回
（144講義）

「英語教育」の内訳

会話

28%

作文

25%

文法語法

16%

読解

14%

聴解

6%

直解

4%

訳読

3%

教師論

3%
TT
1%

全31回
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講習開催機関

高等師範学校

38%

外国語学校

19%

高等学校

16%

帝国大学

10%

文理大

5%

高等商業学校

3%

不明

3%
その他

6%

n=54

21

講師総数99人
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講習担当上位者

担当講習集上位者 担当講習数

小日向定次郎（広島高師・広島文理大） 5

千葉勉（東京外語） 5

井出義行（東京外語） 4

ウイリアム・エリオット（広島高師） 4

岡倉由三郎（東京高師） 4

杉森此馬（広島高師） 4

ピー・エー・スミス（広島高師） 4

吉岡源一郎（東京外語） 4 23

まとめ

�英語教員の資質向上+英語教育政策
の貫徹 文部省主催54回

�英語教育+英文学+英語学+英語力等

�一流の講師陣、多様な講義内容

�雑誌+書籍を通じた講習内容の浸透

�日中戦争期の支那語導入など、国策を
反映
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今後の課題

�講習内容の具体的な把握と特徴の抽出

�講習受講者の教育実践・ライフヒストリーへ
の影響の解明

�文部省主催以外の講習の実態解明
東京・広島高師主催、国民英学会・正則英語学校、帝国教
育会の講習、軽井沢夏期大学など

英語以外を含む中等教員講習の全体像の把握へ
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